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慈
雲
の

袈
裟
研
究
と

実
践
の

意
義

松

村

薫

　
子

　

慈
雲
（
一

七
一

八

ー
冖

八

〇

四）

は、

江

戸
時

代
に

活
躍

し

た

僧
侶

で
、

正
法

律
を

唱
え
、

戒
律
ど
お

り
の

生
活
を
重

視
し

、

梵
字
や

袈
裟
な

ど

様
々

な

研
究
を

行
っ

た
。

慈
雲
は

、

『

方
服

図
儀
』

な
ど

の

著
作
を

著

し
、

正
し
い

袈
裟
の

あ
り

方
を

広
め

る

と
と

も
に

、

「

千
衣
裁

製
」

と

い

う
如
法
衣

（

教
え
通
り
の

袈
裟）

を

千
領
（
千
枚）

縫
っ

て

寺
院
へ

配
る

と

い

う
実

践
活
動
を

行
っ

た
。

日

本
の

袈
裟
の

歴

史
や

展
開
を

考
え
る

上

で
、

慈
雲
の

袈
裟
研
究
や

実
践
の

あ
り
よ

う
、

な
ら
び
に

そ

の

後
い

か

に

影
響
を
及
ぼ
し
た

か

と

い

う
考

察
は

重

要
で

あ
る

。

そ
こ

で
、

慈
雲
の

袈

裟
研
究
や

実
践
の

特
徴
を

明
ら

か

に

す
る

と

と

も
に、

後
世
に

ど

の

よ
う

な

影
響
を

与
え
た

の

か

に

つ

い

て

考
察
す

る
。

　

慈
雲
は、

当
時
の

日
本
の

袈
裟
の

間
違
い

を
指
摘
し

、

経
典
の

み

な
ら

ず
、

仏
像、

仏
画、

袈
裟
の

遺
品
も
幅

広
く

参
照
し、

正
し

い

袈
裟
の

衣

財
、

色、

着
け

方
、

縫
い

方
等
に

つ

い

て

述
べ

て

い

る
。

慈
雲
は
、

袈
裟

の

「

紐
の

位
置
」

と

「

着
用
法
」

の

間
違
い

を
指
摘
し、

正
し

い

あ
り
方

を
示

し
た

。

　
し

か

し
、

『

方
服
図
儀
』

等
の

袈

裟
研

究
書
を

著
し
て

も、

如

法
衣
が

］

向
に

広
ま
る

気
配
が

な

か

っ

た
。

そ
こ

で

慈
雲
は、

如
法
衣
を

千
領
作

っ

て

配
布
す
る

「

千
衣
裁
製
」

を

行
っ

た
。

こ

の

「

千
衣
裁

製
」

は、

慈

雲
四

十
九

歳
の

明
和
三

年
（

】

七
六
六）

か

ら
、

入
寂
翌

年
の

文
化
二

年

（

一

八
〇
五）

の

約
四

十
年
間
を

経
て
つ

く
ら

れ
た

。

第
］

衣
は

、

浄
照

尼
、

浄
如
尼
母
子
の

発
願
に

よ

り

つ

く
ら
れ

た
。

作
ら

れ
た

袈
裟
は

『

千

衣
裁
製
簿
』

に

詳
し
く

記
載
さ

れ

て

い

る。

千
衣
は
、

完
成
の

後、

寺
院

や

個
人
に

広
く

配
ら

れ

た
。

　

慈
雲
の

実
践

活
動
は
、

後
に

多
く

の

影
響
を

与
え

た
。

海
如

2
七
一

八

ー
一

八
七
三
）

と

釈
雲
照

（

一

八

二

七

ー
一

九

〇
九
）

は
、

千
衣
を

つ

く
る

な
ど

影
響
を

受
け

た
。

　
ま
た

、

慈
雲
の

実
践
は

曹
洞
宗
に

も

影
響
を

与
え

た
。

明
治
時
代
に

現

れ
た

曹
洞
宗
僧

侶、

沢
木
興
道
（
一

八

八

〇

1
一

九
六
五）

は、

慈
雲
の

千
衣
に

影
響
を
受
け
て

い

る
。

沢
木
興

道
は、

如
法
衣
を

勉
強
す
る

際
に

『

方

服
図
儀
』

や

高
貴
寺
の

千
衣
を
参
照
し
て

い

る
。

沢
木
興
道
と

、

弟

子
の

久

馬
慧
忠
ら
は、

福
田

会
と

い

う

袈
裟
を
縫
う
会
を
つ

く
り、

袈
裟

製
作
と

い

う

実
践
を

行
っ

て

い

る
。

福
田
会
の

袈
裟
の

講
義
で

は、

『

正

法
眼

蔵
』

だ
け

で

な
く

『

方

服
図
儀
』

に

つ

い

て

も

説
明
を

行
う

。

高
貴

寺
へ

出
向
き、

慈
雲
の

千
衣
を

直
接
み

て

学
ぶ

機
会
も
持
っ

て

い

る
。

　
さ

ら

に、

僧
侶
以
外
の

人
々

に

も

影
響
を

与
え

た
。

平

成
十
五

年
に

行

わ

れ
た

慈
雲

尊
者
二

百

年
の

御
遠

忌
記
念
事
業
で

「

千
衣

発
願
」

が
な
さ

れ、

多
く
の

人
々

で

千
衣
を

縫
っ

た
。

こ

の

活

動
に

よ

り、

袈

裟
に

全
く

関
心
の

な
か

っ

た
一

般
の

人
々

も

関
心
を
持
ち、

袈
裟
の

重
要

性
や
意
味

と

い

う
も
の

を
知
っ

た
。

　
以
上
の

よ

う
に、

慈

雲
の

袈
裟
研
究
は、

経
典
の

み

な

ら

ず
、

仏
像、

仏

画
、

遺
品
な

ど
も

幅
広
く
参
照
し

て

袈

裟
研
究
を

行
っ

た
点
と
、

「

紐

の

位
置
」

と
「

着
用
法
」

の

改

善
を
示
し

た

点
が

特
徴
で

あ
る

。

さ

ら
に、

慈
雲
の

最
大
の

特
徴
は、

千
衣
を
縫
う
と

い

う

「

実
践
」

を

行
っ

た

こ

と

で

あ
る

。

こ

の

実
践
に

よ

り
、

後
世
に

現
れ
た

海
如
や

釈
雲

照
な
ど

の

僧

侶
が

千
衣
裁
製
を

行
い

、

さ

ら
に

如
法

衣
を

広
め

る
こ

と
に

つ

な
が

っ
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た
。

ま

た
、

真
言
宗
の

み

な

ら

ず
曹

洞
宗
に

も

多
大
な
影
響
を

与
え

た
。

　
袈
裟
は

、

経
典
の

記
述
を

も

と

に

製
作
す
る

の

は

非
常
に

難
し
い

。

慈

雲
は、

如
法
衣
を
実
際
に

作
っ

て

広
め

る

実
践
活
動
を
行
っ

た
た
め、

袈

裟
の

正
し
い

製
作
方
法
や

色
・

衣
材
等
を

詳
し

く

伝
え

る
こ

と

が

可
能
と

な
っ

た
。

正
し

い

袈
裟
の

姿
が
日

本
に

今
日

伝
わ
っ

て

い

る

の

も、

慈

雲

の

実
践
が

大
き

く
影
響
し

て

い

る

と

い

え

よ

う
。

慈

雲
の

袈
裟
研
究
と

実

践
は、

日

本
に

お

け

る

袈
裟
の

あ

り
方
や

製
作
活

動
に

お

い

て

非
常
に

重

要
な

意
味
を
持
っ

て

い

た

と

い

え
る

。

慈
信
房
善
鸞
上
人
義
絶
問
題
に

つ

い

て

藤

井

浮

　
慈
信
房
（
善
鸞
上

人）

義
絶
問
題
と

は、

親
鸞
が

自
子
で

あ
る

慈
信
房

を

義
絶
し

た

と
さ

れ

る

閊
題
で

あ
る

。

　【

般
に

義
絶
の

原
因
と

な
っ

た
と

さ

れ
る
、

慈
信
房
の

行
為
と

は、

親
鸞
が
関

東
よ

り
京
都
に

戻
っ

た

後、

親
鸞
門
弟
の

或
る

者
が

，

積
極
的
に

悪
を
な

す
こ

と

こ

そ

が

弥
陀
の

救
済

に

あ
ず
か

る

こ

と

で

あ
る
臨

と

造
悪

無
碍
を

主
張
し
、

社
会
的
問
題
を
引

き
起
こ

し

た

め、

親

鸞
が

慈
信
房
を

関
東
に

派
遣
し
て

鎮
静
化
を

図
ろ
う

と

し
た

。

し
か

し

慈
信
房
は

自
分
自
身
が

教
団
を

統
括
し

よ

う
と

、

関
東

の

門
弟
た

ち

に

つ

い

て

親
鸞
に

讒
言
し
た

と

さ

れ
る

。

当

初、

親
鸞
は

慈

信
房
を
信
用
し
て

い

た

が
、

つ

い

に

慈
信
房
の

虚
偽
が

明
ら
か

と

な
っ

た

の

で
、

　
＝
転

し
て

門
弟
側
を

信
頼
し
、

慈
信
房
を

義
絶
す
る

に

い

た

っ

た

と

さ

れ
る

。

以
上
は

慈
信
房
に

対
す

る

義
絶
が

あ
っ

た

と

さ
れ
る

場
合
の

一

般
的
理
解
で
、

慈

信
房
に

対
す
る

義

絶
そ
の

も
の

が

な
さ

れ
た

か

否
か

は

以

ド
に

述
べ

る

よ
う
に

資
料
の

解
釈
に

よ
り、

論
者
は

文
献
学
的
立

場

か

ら

義
絶
は

な
か

っ

た、

し
た
が

っ

て

義
絶
関
係
書
簡
は

真
作
で

は

な

い

と

す
る

立
場
に

立
つ

。

　

義
絶
に

関
係
す
る
第
一

次

資
料
は
、

親
鸞
真
筆
と

し

て

は

存
在
し

な

い

が
、

義
絶
通

告
状
と

呼
ば
れ

る

『

血
脈

文

集
』

第
二

通
（
性
信

宛
）

と

「

慈

信
房

宛
義
絶
状
」

（
顕
智

書
写
）

で

あ
る

。

こ

の

両
書
簡
の

真
偽
の

信
憑

性
を
巡
っ

て

様
々

な
議
論
が

行
わ
れ
て

き

た

が
、

慈
信
房
義
絶
の

理

由
と

さ
れ
た

「

母
の

尼
に

対
す
る

そ

ら

ご
と

」

と

「

萎
め

る

花
」

に

つ

い

て

は
、

梅
原

隆
章
氏
が

「

慎
重
な
再
検
討
が

必
要
」

と

し

な

が

ら

も
、

そ

の

後、

特
に

進
展
が

見
ら
れ
て

は

お

ら

ず、

本
発
表
で

は

こ

の

二

点
を

問

題
と

す
る

。

　

義
絶
状
で

は

世
間
的
な
問
題
と

し

て
、

慈
信
房
が

母
の

尼
に

対
し

て

で

た

ら

め

を
言
っ

て

い

る

と

さ

れ
て

い

る
。

こ

の

個
所
は

発
見
以
来
難
解
と

さ

れ

て

き
た

が
、

そ

の

理
解
の

た

め

に

は、

当
時
の

相
続
問
題
を

踏
ま

え

る

必
要
が

あ
る

。

『

御

成
敗
式
目

』

第
二

十
二

条
・

第
「

五

条、

『

入
来
文

書
」

の

渋
谷
定

仏
の

相
続

、

『

北
条
重

時
家
訓
』

第
二

十
四

条
な
ど

を

踏

ま
え

る

と
、

当
時、

継
母
の

讒
言
を
理

由
と

す

る

先
妻
の

子

に

対
す

る

義

絶
が
し
ば
し

ば
行
わ
れ、

そ

の

義
絶

状
も

偽
作
で

あ
る

可

能
性
が
あ
っ

た

こ

と

が

う
か

が

わ
れ

る
。

論
者
は、

義
絶
状
の

作
成
者
は、

関
東
の
一

般

聴
衆
に

対
し

て

慈
信
房
の

印

象
を
悪
く
す
る

た

め

に

「

慈

信
房
は

実
の

母

親
（
恵

信
尼）

が

生
き

て

い

る

に

も

関
わ

ら

ず
、

親

鸞
の

自
分
（
慈

信

房）

に

対
す

る

不
信
は

継
母
の

讒
言
に

基
づ
く
も

の

で、

自
分
に

は

非
が

な

い

と

周
囲
の

も
の

に

吹
聴
し
て

い

る
」

と

し

た

と

考
え

る
。

つ

ま
り

、

慈
信
房
は

現
に

生
き
て

い

る

恵

信
尼
を
あ
た

か

も

継
母
の

よ
う
に

扱
っ

て
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